
【治療】
・⿐⽔、⿐づまり、頭痛、顔の痛みがひどい時は、症状
を抑える薬を使うと少し楽になるかもしれません。

・今回の急性⿐副⿐腔炎はウイルス感染が原因と思われ
ます。症状がひどくない限り、細菌を退治する抗菌薬
は効果がありません。

・抗菌薬を使うと下痢やアレルギーなどの副作⽤がおこ
ることがあります。

・まれに細菌による⿐副⿐腔炎を合併しますが、⿐⽔が
⻩⾊や緑⾊でも細菌感染とは限りません。⿐⽔の⾊だ
けでウイルス性と細菌性を⾒分けることは難しく、抗
菌薬が必要かは症状の強さや経過で判断します。抗菌
薬を処⽅されたら⽤法⽤量を守って飲み切りましょう。

最初はウイルス性の急性⿐副⿐腔炎に⾒えても
後から別の病気とわかることもあります。
下記の症状に当てはまる時は、もう⼀度受診しましょう。

■⽬の下や額のあたりの痛みが強くなってきた
■ 39℃前後の⾼い熱が続く
■いったん治りかけた症状が再度悪化した
■ 7-10⽇経っても⿐⽔が減らない

急性⿐副⿐腔炎
び ふく び くう えん

※免疫を低下させる薬を飲んでいる⽅、肺や⼼臓に
病気がある⽅は違った経過になることもあります。
主治医の先⽣とよくご相談ください。

かぜやインフルエンザをきっかけに、
副⿐腔の粘膜が荒れたり腫れたりするのが副⿐腔炎です。

副⿐腔は顔の⾻にある空洞で、
⿐とつながっています。
空気の温度や湿度を調整しています。
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【症状】
・⿐⽔、⿐詰まり、においがわからない
・顔⾯の痛み、⻭痛、頭痛・発熱、体のだるさ
・⽿のつまる感じ ・咳、痰

【経過】これからどうなりますか?
・3⽇⽬くらいまでは熱や倦怠感が続きますが
⾃然に治まります。

・⿐の症状は、2-3週間かけて徐々に治まります。

・⼗分な休養と栄養をとりましょう。
・汗や⿐⽔から⽔分が奪われます。脱⽔になら
ないようにしっかり⽔分をとりましょう。

・顔を温めると症状が楽になるかもしれません。
・咳やくしゃみが出るときは、マスクを正し
着⽤し、⼿洗いをしっかりして、周りの⼈
うつさないようにこころがけましょう。
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